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大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
狂
言
台
本
『
狂
言
世
利
不
』

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

中
之
島
図
書
館
の
大
阪
資
料
・
古
典
籍
課
総
括
主
査
の
梶
原
修
氏
か
ら
御

指
名
が
あ
り
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
三
月
二
十
六
日
に
同
図
書
館

で
「
狂
言
の
楽
し
み
！
観
客
・
研
究
者
・
演
者　

三
つ
の
視
点
か
ら
」
と
題

を
頂
戴
し
て
講
演
を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
際
、
梶
原
氏
が
同
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
狂
言
世
利
不
』
写

本
八
冊
を
展
示
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
の
お
尋
ね
が
あ
っ
た
。
学
会

で
は
未
紹
介
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
わ
か
っ
た
が
、
即
答
は
難
し
か
っ

た
の
で
、
後
日
、
改
め
て
調
べ
て
み
て
、
こ
れ
が
狂
言
和
泉
流
の
台
本
で
新

資
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
と
え
ば
現
時
点
で
狂
言
台
本
に
つ
い
て

詳
し
い
の
は
、
橋
本
朝
生
「
狂
言
台
本
・
曲
目
所
在
一
覧
」（『
中
世
史
劇
と

し
て
の
狂
言
』
一
九
九
七
年
五
月
・
若
草
書
房
）
で
あ
る
が
、
記
さ
れ
て
は

い
な
い
。
拙
稿
に
も
ま
だ
不
備
な
点
は
あ
る
が
、
長
ら
く
研
究
者
の
間
で
忘

れ
ら
れ
て
い
た
狂
言
台
本
に
つ
い
て
、
以
下
に
報
告
し
、
研
究
者
に
周
知
さ

れ
ん
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

　

今
更
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
中
之
島
図
書
館
は
歴
史
的
由
緒
が

あ
り
、
特
に
郷
土
資
料
室
の
書
籍
類
は
全
国
か
ら
研
究
者
が
調
査
に
訪
れ
る

と
い
う
大
阪
に
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
庫
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
も
若
い
こ

ろ
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
拙
著
『
続
狂
言
史
の
基
礎
的
研
究
』（
二
〇

一
五
年
・
関
西
大
学
出
版
部
）
の
巻
頭
随
想
「
近
松
門
左
衛
門
」
に
も
書
い

た
通
り
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
報
告
で
き
る
こ
と
を
喜
び
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

一　

書
誌

　

以
下
に
書
誌
的
な
こ
と
ど
も
を
記
す
。

冊
数

：

八
冊

表
紙

：

黄
土
色
・
覆
表
紙



一
二
二

寸
法

：

225
×
160
㎜

題
簽

：

貼
題
簽
・
地
桃
色
・
66
×
90
㎜
・
曲
名
列
挙

綴
方

：

袋
仮
綴
・
綴
穴
四
穴

紙
質

：

楮
紙

印　

：

朱
丸
印
「
大
阪
府
立
図
書
館　

大
正
九
年
二
月
九
日　

59580

」

＊
大
正
九
年
＝
一
九
二
〇
年

本
文

：  
ほ
ぼ
九
行
書
・
小
謡
部
分
に
朱
書
き
で
見
せ
消
ち
あ
り
。
役
柄
朱
書
。

一
筆
で
な
し
。

寸
法
統
一
の
た
め
の
裁
断
跡
あ
り
。

特
記

：  
第
八
冊
《
酢
は
じ
か
み
》
裏
表
紙
に
「
鳥
居
氏
所
持
」、《
鞍
馬
参
詣
》

に
「
ト
里
居
」
と
記
す
。

同
一
人
の
筆
写
で
は
な
く
何
人
か
の
手
が
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

以
下
、
曲
名
は
内
題
で
と
る
。
外
題
が
異
な
る
場
合
は
（　

）
に
記
し
た
。

﹇
第
一
冊
﹈

墨
付
29
丁
・
遊
紙
（
後
）
4
丁
・
細
字
。

「
鳴
子
・
若
菜
・
石
神
・
太
刀
奪
」

﹇
第
二
冊
﹈

墨
付
33
丁
・
太
字
・
内
題
は
曲
名
並
記
別
丁
と
す
る
。

「
文
山
賊
・
因
幡
堂
・
昆
布
売
・
靭
さ
る
・
通
円
・
蟹
山
伏
」

﹇
第
三
冊
﹈

墨
付
33
丁
・
細
字
。
内
題
は
曲
名
並
記
別
丁
と
す
る
。

「
保
盛
種
・
伊
文
字
・
神
な
り
・
楽
阿
弥
・
縄
綯
（
縄
な
い
）・
貰
聟
」

﹇
第
四
冊
﹈

墨
付
30
丁
。
遊
紙
前
1
丁
・
後
3
丁
。
細
字
。

「
武
悪
・
祐
善
・
素
袍
落
・
墨
塗
」

﹇
第
五
冊
﹈

墨
付
30
丁
。
遊
紙
前
1
丁
・
後
3
丁
。
細
字
・
内
題
は
曲
名
並
記
別
丁
と
す

る
。

「
法
師
母
・
犬
山
伏
・
瓢
の
神
・
引
く
ゝ
り
・
哥
争
」

﹇
第
六
冊
﹈

題
簽
あ
る
も
曲
名
表
記
な
し
。
墨
付
17
丁
。
遊
紙
前
1
丁
・
後
14
丁
。
細
字
。

「
隋
方
角
・
章
魚
・
昆
布
柿
・
末
広
狩
」
＊
《
昆
布
柿
》《
末
広
狩
》
は
冒
頭

の
一
部
の
み
。

﹇
第
七
冊
﹈

墨
付
32
丁
。
遊
紙
後
1
丁
。
内
題
は
曲
名
並
記
別
丁
と
す
る
。

「
伯
母
酒
・
不
見
不
聞
・
千
鳥
・
樋
の
酒
」

﹇
第
八
冊
﹈

墨
付
37
丁
。
内
題
は
曲
名
並
記
別
丁
と
す
る
。

「
酢
は
じ
か
み
・
鞍
馬
参
詣
（
内
題
は
不
記
）・
塗
附
・
佐
渡
狐
・
腰
祈
」

二　

本
文
検
討

　
『
狂
言
世
利
不
』
は
、
随
所
に
和
泉
流
で
あ
る
特
色
を
残
し
て
い
る
。
以

下
、『
能
楽
大
事
典
』（
筑
摩
書
房
）
を
参
照
し
て
、
ま
ず
《
文
山
賊
》
の
曲

名
表
記
は
和
泉
流
の
も
の
で
あ
る
。
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次
に
演
出
面
で
は
、《
石
神
》
は
、
大
酒
が
元
で
妻
が
家
出
す
る
話
で
あ
る

が
、
和
泉
流
で
は
中
入
す
る
こ
と
も
あ
る
と
あ
る
が
、
ま
さ
に
「
中
入
」
す

る
。

　

次
に
、
台
詞
部
分
を
取
り
上
げ
て
も
和
泉
流
で
特
色
の
あ
る
台
詞
は
、《
太

刀
奪
》
で
「
弓
な
り
と
も
太
刀
な
り
と
も
」・《
因
幡
堂
》「
ま
う
し
妻
」・《
昆

布
売
》「
北
野
の
お
手
水
に
行
く
」・《
靭
猿
》「
隠
れ
も
な
い
射
手
」・《
通
円
》

「
平
等
院
」・《
蟹
山
伏
》「
三
つ
の
峰
入
」・《
伊
文
字
》「
申
妻
」・《
神
鳴
》「
鎌

倉
に
住
居
致
す
薬
師
」・《
楽
阿
弥
》「
ト
ウ
ラ
ウ
ラ
ウ
リ
リ　

ト
フ
ラ
ウ
ラ
ウ

リ
ロ　

フ
ウ
」（
ゴ
マ
ブ
シ
は
大
変
詳
し
い
の
で
、
こ
れ
も
和
泉
流
の
特
色
と

思
え
る
）・《
縄
綯
》「
お
前
の
お
内
儀
で
ご
ざ
る
」・《
貰
聟
》「
童
は
此
屋

の
」・《
武
悪
》「
殊
の
外　

気
を
詰
め
た　

け
ふ
は
東
辺
へ
遊
山
に
出
う
と
お

も
ふ
」（
＊
ち
な
み
に
鷺
流
に
は
な
い
曲
で
あ
る
）・《
祐
善
》「
我
洛
に
て
有

し
時　

傘
を
は
り
」
＊
フ
シ
記
号
は
墨
だ
が
詳
細
・《
素
袍
落
》「
今
日
の
こ

と
」・《
墨
塗
》「
勝
手
次
第
に
国
元
へ
立
」。

　

更
に
い
え
ば
、《
石
神
》《
若
菜
》
は
、
大
蔵
流
で
は
明
治
初
年
に
通
行
曲

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
し
て
、
本
文
上
か
ら
も
中
之
島
図
書
館
所
蔵
の
台
本
は
少
な
く

と
も
和
泉
流
の
台
本
で
あ
る
。

　

次
に
、
紙
面
の
都
合
上
、
一
曲
に
絞
っ
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
稲
田

秀
雄
氏
に
「
狂
言
﹇
神
鳴
﹈
の
構
想
」（『
藝
能
史
研
究
』
第
一
四
二
号
・
一

九
九
八
年
七
月
二
〇
日
・
藝
能
史
研
究
会
）
の
好
論
文
が
あ
る
。

諸
本
を
比
較
さ
れ
た
上
で
、
説
話
に
原
型
を
探
ろ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
、
こ
こ
で
は
諸
本
の
比
較
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
和
泉
流
を
中
心
と
し
て

借
り
用
い
て
み
る
。

一
、  
本
来
「
痩
薬
師
」
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。〈
次
第
〉
は
北
川
忠
彦
ほ
か
注

『
天
理
本
狂
言
六
義
』（
平
成
七
年
五
月
・
三
弥
井
書
房
）
で
は
「
抜
書
」

部
分
に
あ
た
り
、「
薬
種
も
持
た
ぬ
藪
薬
師
」
と
謡
っ
て
出
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、『
狂
言
世
利
不
』
は
残
念
な
が
ら
通
常
の
出
で
、〈
次
第
〉
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。

一
、  
雷
は
落
ち
て
中
風
が
起
こ
る
。『
狂
言
世
利
不
』
の
雷
も
「
此
中
、
久
し

う
中
風
か
起
て
、
引
こ
ふ
て
居
た
れ
と
」
と
中
風
持
ち
で
あ
っ
た
こ
と

を
自
ら
白
状
し
て
い
る
。

一
、  
雷
か
ら
礼
（
薬
代
）
の
こ
と
を
言
い
出
す
の
は
「
天
理
本
」「
古
典
文
庫

本
」
で
あ
る
が
、
医
師
の
方
か
ら
薬
代
を
請
求
す
る
の
は
「
狂
言
集
成

本
」「
新
編
狂
言
正
本
」
で
あ
る
。『
狂
言
世
利
不
』
は
医
師
の
方
か
ら

請
求
し
て
い
る
。

　

な
お
、
稲
田
氏
の
い
う
よ
う
、
現
在
、
大
蔵
流
で
は
《
神
鳴
》、
和
泉
流
で

は
〈
雷
〉
と
表
記
す
る
が
、『
能
楽
大
事
典
』
で
指
摘
す
る
よ
う
に
和
泉
流
で

も
古
く
は
両
様
に
書
い
て
い
る
。『
狂
言
世
利
不
』
で
は
《
神
鳴
》
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
『
狂
言
世
利
不
』
は
、
本
文
か
ら
で
も
和
泉
流
で
あ
る

と
い
え
る
が
、
ど
の
家
か
と
い
う
と
い
ま
だ
確
定
し
難
い
。

三　
「
鳥
居
」
は
豊
橋
魚
町
の
者
ら
し

　

狂
言
方
和
泉
流
に
は
、
山
脇
和
泉
家
・
三
宅
藤
九
郎
家
・
野
村
又
三
郎
家
・



一
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野
村
万
蔵
家
・
宗
家
の
弟
子
家
で
あ
っ
た
狂
言
共
同
社
が
あ
る
。
私
の
考
察

で
は
、
宗
家
と
呼
ば
れ
て
い
た
山
脇
和
泉
家
は
、
も
と
も
と
は
御
所
御
用
す

な
わ
ち
京
都
を
中
心
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
実
際
に
は
有
力
諸
大
名
の
庇

護
が
あ
り
、
野
村
万
蔵
家
と
三
宅
藤
九
郎
家
は
加
賀
藩
、
野
村
又
三
郎
家
と

山
脇
和
泉
家
は
尾
張
藩
の
時
期
が
あ
っ
た
。

　

特
記
し
た
よ
う
に
第
八
冊
《
酢
は
じ
か
み
》
に
「
鳥
居
氏
所
持
」
と
あ
る
。

ま
た
、
中
之
島
図
書
館
が
大
阪
府
立
図
書
館
名
で
納
入
し
た
の
が
大
正
九
（
一

九
二
〇
）
年
二
月
九
日
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
近
代
初
頭

の
時
期
に
絞
り
込
め
る
。
こ
れ
ら
が
台
本
の
性
格
を
推
測
で
き
る
も
の
と
な

る
。

　

和
泉
流
で
鳥
居
姓
の
者
の
有
力
候
補
に
愛
知
県
豊
橋
市
魚
町
の
鳥
居
家
が

あ
る
。『
豊
橋
市
史
』
第
三
巻
（
昭
和
五
十
八
〈
一
九
八
三
〉
年
三
月
三
十
一

日
）「
能
楽
・
狂
言
」
を
し
ば
ら
く
引
用
す
る
。「
幕
末
に
は
衰
勢
で
あ
っ
た

当
地
方
の
能
・
狂
言
も
明
治
に
入
っ
て
世
が
落
ち
着
く
と
、
再
び
活
発
と
な

っ
た
。
殊
に
明
治
七
年
旧
藩
主
大
河
内
家
の
能
・
狂
言
の
面
と
装
束
を
魚
町

の
小
久
保
彦
十
郎
が
、
同
町
の
尾
崎
安
之
助
と
佐
藤
善
六
の
援
助
を
得
て
譲

り
受
け
て
以
来
、
魚
町
商
人
と
旧
藩
主
を
中
心
に
能
・
狂
言
熱
が
高
ま
っ
た
。

こ
の
能
・
狂
言
の
面
と
装
束
は
、
一
九
年
小
久
保
彦
十
郎
が
弘
前
へ
移
住
の

た
め
に
抵
当
に
入
れ
た
の
を
、
滝
崎
安
之
助
と
佐
藤
善
六
が
首
唱
し
て
講
を

組
織
し
、
魚
町
有
志
に
よ
っ
て
買
い
戻
し
、
安
海
熊
野
社
に
保
存
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
期
に
お
け
る
能
・
狂
言
の
記
録
と
し
て
は
、

魚
町
加
納
屋
（
鳥
居
氏
）
の
書
き
留
め
た
『
能
狂
言
番
組
』
一
冊
（
魚
町
蔵
）

が
最
も
古
く
、
九
年
か
ら
一
九
年
に
至
る
計
五
七
回
が
記
録
さ
れ
て
い
る
」。

　

ま
た
、
第
二
巻
の
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
の
と
こ
ろ
に
は
「
な
お
狂
言

方
の
名
手
と
し
て
、
幕
末
に
は
清
水
町
の
森
京
作
、
曲
尺
手
町
の
本
多
孫
三

郎
、
魚
町
の
鳥
居
猪
兵
衛
・
鳥
居
新
三
郎
・
佐
藤
善
七
・
鈴
木
彦
八
ら
が
注

意
さ
れ
て
い
た
」
と
も
あ
る
。

　

早
く
久
曽
神
昇
氏
が
「
豊
橋
地
方
に
お
け
る
近
世
以
前
の
能
楽
」（『
愛
知

大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
輯
・
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
三

月
十
五
日
・
愛
知
大
学
綜
合
研
究
所
）
に
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
九
月
五

日
吉
田
城
内
神
明
社
の
正
遷
宮
祝
能
で
、
大
木
又
平
が
新
城
の
富
永
神
社
に

奉
納
し
た
掲
額
に
能
組
が
あ
る
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
の
中
に
《
靭
猿
》

を
鳥
居
猪
兵
衛
が
木
村
喜
三
郎
・
大
木
又
丙
平
・
加
山
喜
蔵
と
共
に
演
じ
て

い
る
資
料
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
鳥
居
姓
の
始
め
で
あ
ろ
う
。
明
治

に
入
っ
て
か
ら
は
、
筧
鉱
一
・
飯
塚
恵
理
人
編
集
『
近
代
名
古
屋
の
能
楽
を

支
え
た
人
々
』（
平
成
十
三
〈
二
〇
〇
一
〉
年
七
月
・
東
海
能
楽
研
究
会
）
で

拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

既
に
国
立
能
楽
堂
で
展
示
さ
れ
、『
魚
町
能
楽
会
所
蔵　

能
面
と
能
装
束
』

（
平
成
元
〈
一
九
八
九
〉
年
十
月
二
十
八
日
）
に
特
集
が
組
ま
れ
て
も
い
る
。

そ
れ
に
は
「
現
在
魚
町
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
面
・
装
束
の
な
か
に
は
、
吉
田

藩
か
ら
直
接
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
の
他
に
、
魚
町
在
住
の
鳥
居
家
が
所
蔵
し

て
い
た
狂
言
面
・
狂
言
装
束
（
昭
和
三
〈
一
九
二
八
〉
年
に
神
社
の
宝
物
庫

が
で
き
た
際
に
収
蔵
さ
れ
た
）
及
び
、
豊
橋
の
他
の
能
楽
愛
好
団
体
「
松
風

会
」
か
ら
移
管
さ
れ
た
装
束
類
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
平
成
十
（
一
九
九
八
）



大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
『
狂
言
世
利
不
』
に
つ
い
て

一
二
五

年
十
月
に
も
豊
橋
市
美
術
博
物
館
で
「
華
麗
な
る
能
装
束
の
美
」
と
し
て
展

覧
会
が
開
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
書
資
料
の
本
格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
地
元
の
東
海
能
楽
研
究
会
に
よ
っ
て
の
平
成

十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
六
月
に
入
っ
て
か
ら
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
き
さ
つ
に

つ
い
て
は
、
林
和
利
氏
「
豊
橋
・
安
海
熊
野
神
社
蔵
能
楽
資
料
の
調
査
」（『
東

海
能
楽
研
究
会　

催
花
賞
受
賞
記
念
論
文
集
』（
平
成
十
九
〈
二
〇
〇
七
〉
年

三
月
）
に
詳
し
い
。
そ
れ
を
受
け
た
形
で
米
田
真
理
氏
が
「
豊
橋
市
安
海
（
や

す
み
）
熊
野
神
社
蔵
狂
言
伝
書
の
性
格
」（『
名
古
屋
芸
能
文
化
』
第
二
十
一

号
・
平
成
二
十
三
〈
二
〇
一
一
〉
年
十
二
月
十
八
日
・
名
古
屋
芸
能
文
化
会
）

で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
に
鳥
居
姓
に
か
か
わ
る
記
述
と
し
て
「
二
、
狂
言

伝
書
か
ら
知
ら
れ
る
所
持
者
た
ち
」
の
中
に
「
新
三
郎
・
寅
蔵
・
音
次
・
喜

楽
」
の
名
を
挙
げ
る
。「
新
三
郎
」
の
項
目
で
、
鳥
居
家
は
豊
橋
市
魚
町
に
住

み
、「
加
納
屋
」
の
屋
号
を
持
ち
、
砂
糖
・
鰹
節
を
扱
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
新
三
郎
が
通
名
、
江
戸
時
代
で
は
太
鼓
の
演
者
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
佐
藤
友
彦
氏
紹
介
の
『
山
脇
門
人
帳
』
に
そ
の
名
が
見
え
る
と
い
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
章
で
は
、
中
之
島
図
書
館
の
狂
言
台
本
は
和
泉

流
で
あ
っ
て
、
所
持
者
「
鳥
居
」
は
岡
崎
市
魚
町
の
鳥
居
、
米
田
氏
の
考
察

に
あ
る
鳥
居
喜
楽
は
「
明
治
34
〈
一
九
〇
一
〉
年
か
ら
大
正
6
〈
一
九
一
七
〉

年
ま
で
、
豊
橋
や
新
城
で
の
活
動
記
録
が
見
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

彼
の
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
み
た
い
。

四　

野
村
又
三
郎
家
の
位
置
づ
け

　

米
田
真
理
氏
は
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
山
脇
和
泉
が
指
導
に
あ
た
っ
て

い
た
が
、
明
治
以
降
に
な
る
と
早
川
幸
八
系
が
主
流
と
な
っ
て
い
く
と
さ
れ

る
。
早
川
幸
八
系
の
台
本
に
は
吉
田
幸
一
編
『
狂
言
集　

和
泉
流
』（
昭
和
二

十
八
〈
一
九
五
三
〉
年
三
月
第
一
冊
・
古
典
文
庫
）
が
あ
る
。
斑
山
文
庫
『
狂

言
六
義
』
で
、
笹
野
堅
氏
は
「
和
泉
流
早
川
幸
八
系
の
伝
書
と
思
は
る
」
と

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
類
推
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば

《
雷
》
一
曲
を
取
り
上
げ
て
も
雷
の
名
乗
り
が
「
俺
」
で
あ
り
、『
狂
言
世
利

不
』
の
「
某
」
と
は
相
違
す
る
。
こ
の
違
い
は
大
き
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
の
ほ
か
の
可
能
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
野
村
又
三
郎
家
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。

　

和
泉
流
の
台
本
で
最
も
困
難
を
覚
え
る
の
が
野
村
又
三
郎
家
の
台
本
で
あ

る
。『
能
楽
大
事
典
』
の
「
和
泉
流
」
の
項
目
に
も
「
野
村
又
三
郎
家
の
台
本

は
ほ
と
ん
ど
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
。
古
川
久
・
小
林
責
編
『
校
注

古
典
叢
書　

謡
曲
・
狂
言
集
』
が
野
村
又
三
郎
十
一
世
信
英
（
昭
和
二
十
〈
一

九
四
五
〉
年
80
歳
没
）
の
も
の
を
底
本
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
唯
一
の
も
の

で
あ
る
が
、
本
稿
の
曲
と
重
な
る
曲
は
な
い
。

　

以
前
NHK
E
テ
レ
ビ
で
十
三
世
又
三
郎
氏
が
稀
曲
《
唐
人
子
宝
》
を
説
明
さ

れ
る
に
あ
た
っ
て
、
同
家
に
伝
わ
る
天
明
年
間
成
立
と
さ
れ
る
小
本
『
唐
音

之
部
』
を
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
発
音
と
対
訳
が
記
さ
れ
、
中
国
の
古

語
だ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
実
は
、
私
自
身
「
唐
素
材
の
能
・
狂
言
」
を



一
二
六

『
東
西
学
術
研
究
所
創
立
六
十
周
年
記
念
論
文
集
』（
二
〇
一
一
年
・
関
西
大

学
出
版
部
）
で
報
告
し
、
拙
著
『
続
狂
言
史
の
基
礎
的
研
究
』
に
再
録
し
た
。

そ
の
際
「
漢
文
を
そ
の
ま
ま
音
読
み
に
し
た
」
と
結
論
づ
け
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
れ
は
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
父
君
十
二
世
又
三
郎
氏
に
は
、
お
世

話
に
な
り
、
御
自
宅
で
撮
影
も
許
さ
れ
た
の
だ
が
、
一
日
だ
け
の
こ
と
で
あ

り
、
当
時
、
台
本
ま
で
は
撮
影
し
な
か
っ
た
こ
と
が
今
に
し
て
悔
や
ま
れ
る
。

　

野
村
又
三
郎
家
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
同
家
が
十
世
又
三
郎
信
茂
（
明
治
四

十
〈
一
九
〇
七
〉
年
72
歳
没
）
の
時
代
、「
明
治
初
期
に
父
祖
伝
来
の
地
で
あ

る
京
都
を
去
っ
て
大
阪
に
移
っ
た
」（『
狂
言
事
典　

事
項
編
』・
昭
和
五
十
一

〈
一
九
七
六
〉
年
十
二
月
・
東
京
堂
出
版
）
か
ら
で
あ
る
。
子
の
十
一
世
又
三

郎
信
英
（
昭
和
20
〈
一
九
四
五
〉
年
81
歳
没
）
も
父
に
従
っ
た
が
、
父
没
後

「
関
西
で
の
勢
力
伸
長
が
思
う
に
ま
か
せ
な
か
っ
た
の
で
大
正
六
〈
一
九
七

五
〉
年
に
上
京
。
し
か
し
そ
の
後
も
祖
父
以
来
の
地
盤
の
あ
る
中
京
地
区
へ

出
稽
古
を
続
け
る
な
ど
、
東
奔
西
走
し
て
勢
力
の
発
展
を
は
か
っ
た
」
と
あ

る
。
大
阪
府
立
図
書
館
が
大
正
九
年
に
台
本
を
購
入
で
き
た
の
は
、
そ
の
あ

た
り
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
名
古
屋
の
狂
言
共
同

社
の
同
人
に
は
河
村
鍵
三
郎
（
昭
和
十
五
〈
一
九
四
〇
〉
年
78
歳
没
）
や
山

本
久
平
は
十
世
又
三
郎
の
弟
子
で
も
あ
っ
た
。
な
ん
と
な
く
狂
言
共
同
社
は

山
脇
和
泉
系
で
野
村
又
三
郎
家
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
思
っ
て
い
た
が
、
想

像
以
上
に
同
じ
和
泉
流
内
で
の
交
流
は
あ
っ
た
。『
狂
言
世
利
不
』
に
は
又
三

郎
家
の
影
響
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

い
さ
さ
か
強
引
な
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
次
に
橋
本
朝
生
氏

が
『
中
世
史
劇
と
し
て
の
狂
言
』
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
当
時
、
関
西
大

学
を
訪
問
さ
れ
、
図
書
館
の
本
を
コ
ピ
ー
さ
れ
て
い
た
あ
り
し
日
の
姿
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
、
か
と
い
っ
て
、
そ
の
後
、
誰
も
紹
介
さ
れ
た
訳
で
も
な

い
の
で
、
今
回
の
紙
面
を
借
り
て
次
章
で
、
せ
め
て
書
誌
事
項
を
記
し
て
お

き
た
く
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

五
、
関
大
本
の
野
村
又
三
郎
家
本

　

関
西
大
学
総
合
図
書
館
に
は
、
野
村
又
三
郎
信
茂
に
か
か
わ
っ
て
の
写
本

が
二
種
あ
る
。
な
お
、
①
②
は
、
旧
鴻
山
文
庫
蔵
で
現
在
で
は
同
秩
に
保
存

さ
れ
秩
書
名
は
「
和
泉
流
狂
言
諷
抜
書
／
和
泉
流
狂
言
」
と
な
っ
て
い
る
。

『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
）
に
は
記
載
さ

れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
行
替
は
／
で
記
し
、

異
体
字
・
誤
字
は
通
行
の
書
体
に
訂
正
し
て
あ
る
。

①　
『
和
泉
流
狂
言
諷
抜
書
』
一
冊
。

20
行
青
原
稿
箋
。
袋
紙
縒
り
綴
。
4
穴
。
229
×
149
㎜
。
15
丁
・
後
2
丁
白
。

表
紙
「
猥
ニ
他
見
不
免
／
和
泉
流
狂
言
諷
抜
書
／
野
村
社
中
／
多
田
栄
之
祐

／
列
有
」。
見
返
し
「
明
治
十
六
歳
初
一
月
吉
辰
／
野
村
信
茂
冩
」。
朱
角
印

「
鴻
山
文
庫
」。
請
求
記
号
「912

・3

／I4

／1

／203133234

」。
明
治
一
六

歳
＝
一
八
八
三
年
節
記
号
あ
り
。
＊
＝
池
田
廣
司
『
狂
言
歌
謡
研
究
集
成
』

（
風
間
書
房
）
に
よ
る
題
。

内
題
内
容
《
三
井
寺
之
内　

山
田
矢
羽
瀬
（
＊
舟
ふ
な
）　

小
舞
之
謡
》《
若

菜
ノ
内　

春
毎　

小
舞
謡
》《
花
あ
ら
そ
ひ
》《
松
ゆ
す
り
葉　

舞
諷
》《
祝
言



大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
『
狂
言
世
利
不
』
に
つ
い
て

一
二
七

之
語
（
＊
松
弓
弦
葉
）》《
名
月
（
＊
ざ
む
ざ
）
小
舞
諷
》《
土
車
之
諷
》《
宇

治
の
晒
》《
仕
舞　

小
謡　

猩
々
》《
熊
野
》《
田
村
》《
鵜
飼
》《
羽
衣
》《
放

下
僧
》《
芦
刈
》《
鐵
輪
》《
八
嶋
》

②　
『
和
泉
流
狂
言
／
野
村
又
三
郎
先
生
口
授
』
一
冊
。

20
行
赤
原
稿
箋
。
袋
紙
縒
り
綴
。
4
穴
。
229
×
155
㎜
。
28
丁
。
朱
振
り
カ
タ

カ
ナ
書
き
込
み
あ
り
。
朱
角
印
「
鴻
山
文
庫
」。
表
紙
「
乙
號
／
明
治
拾
六
年

第
三
月
修
／
野
村
又
三
郎
先
生
口
述
／
和
泉
流
狂
言
／
題
號
／
成
上
り
／
口

真
似
／
宗
八
／
竹
生
嶋
／
重
喜
／
舟
船
／
全
／
多
田
氏
」。
請
求
記
号

「912

・3

／I5

／1

／203133242
」。
明
治
拾
六
年
＝
一
八
八
三
年

【
考
察
】
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
の
段
階
で
は
、
や
は
り
、
野
村
又
三
郎

家
十
世
信
茂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
と
め
と
問
題
点

中
之
島
図
書
館
所
蔵
『
狂
言
世
利
不
』
に
つ
い
て
は

一
、
本
来
、
数
名
で
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
、  

第
八
冊
《
酢
は
じ
か
み
》
裏
表
紙
に
「
鳥
居
氏
所
持
」、《
鞍
馬
参
詣
》

に
「
ト
里
居
」
と
記
す
の
で
、
も
と
は
鳥
居
氏
所
蔵
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
岡
崎
市
魚
町
に
住
ん
で
い
た
鳥
居
氏
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

一
、  

和
泉
流
野
村
又
三
郎
家
の
台
本
で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
十
一
世
の
離
阪
時
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
、  

関
大
本
の
二
種
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
は
、
明
治
初
年
と
十
六
（
一

八
八
三
）
年
の
違
い
は
あ
る
が
、
野
村
又
三
郎
十
世
信
茂
の
弟
子
多
田

栄
之
祐
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
は
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
十
二
月
二
十
四
日
、
神
戸
女
子
大

学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
の
六
麓
会
で
研
究
発
表
を
行
な
っ
た
も
の
に
手

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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Introduction of Kyogen Serifu Owned 
by the Osaka Prefectural Nakanoshima Library

SEKIYA Toshihiko

 This paper is going to introduce Kyogen Serifu （狂言世利不） in the 
possession of the Osaka Prefectural Nakanoshima Library. The author gave a 
lecture titled The Fun of Kyogen at the library on March 26, 2015, at the 
request of Osamu Kaziwara, the Chief of the Division of Classics and Related 
Materials on Osaka. At that time, Mr. Kaziwara displayed manuscripts of 
Kyogen Serifu in eight volumes and asked about the details. Although it was 
obvious that no one had presented them to an academic society, an immediate 
answer could not be given. Therefore, the author went to read the 
manuscripts again and began investigation on another day, confi rming that 
there is a strong possibility that they are new materials, scripts copied by 
disciples of the Matasaburo NOMURA family of Izumi school. That is, the 
members of the family settled in Kyoto over generations since the time of 
Matasaburo I, but they moved to Osaka in the period of Nobushige X （died 
in 1907 at the age of 72）, where they remained until they moved again in the 
period of Nobuhide （died in 1945 at the age of 81）. It was probably during 
this time of their leaving from Osaka when the manuscripts were 
relinquished, since the library purchased them in 1920. They originally 
belonged to Mr. Torii, who seems to had relation with Matasaburo. It is 
probable that Mr. Torii and several other disciples copied a script of each play 
separately. This paper is intended as introduction to Kyogen scripts, which 
have been long forgotten for some reason.
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